2進数の基礎
10進数(decimal)の構造

10進数とは，「0」から「9」までの10コの数字で数を表した数でこのような表現を10進法という。
例えば10進法で3569と書くとそれは次の意味である。

3589 ＝ 3 × 103 ＋ 5 × 102 ＋ 8 × 101 ＋ 9 × 100
この場合の「10」のことを基数という。

2進数(binary digit)の構造

２進数とは，「０」と「１」の２コの数字で表した数。２コの数字で表す方法を２進法と言う。
例えば2進法で1011と書くとそそれは次の意味である。

1011＝ 1 × 23 ＋ 0 × 22 ＋ 1 × 21 ＋ 1 × 20
この場合の基数は「2」である。

2進数、10進数対応表

	10進数
	2進数

	0
	0

	1
	1

	2
	10

	3
	11

	4
	100

	5
	101

	6
	110

	7
	111

	8
	1000

	9
	1001

	10
	1010


2 進数から 10 進数への変換
2 進数の n 桁目は、2 の n - 1 乗が何個あるかを表す
例題1）2進法で表した110001を10進法に変換せよ。

110001= (2^(6-1))*1 + (2^(5-1))*1 + (2^(1-1))*1
= (2^5)*1 + (2^4)*1 + (2^0)*1
= 32 + 16 + 1
= 49
10 進数から 2 進数への変換
10進数は、順次2で割って、余り（0か1）を並べることでを２進数に変換できる。

例題2)　10進法の60を2進法に変換せよ。

2 ) 60  0

2 ) 30  0

2 ) 15   1

2 )  7   1

      2 )  3   1

      2 )  1   1

        0

      答　　　111100

例題3)　10進法の150を2進法に変換せよ。

2 ) 150  0

2 )  75  1

2 )  37  1

2 )  18  0

2 )   9   1

2 )   4   0

2 )   2   0

2 )   1   1


    0


答　　 10010110

補数
補数とは、ある数が、ある基準となる数となるために加える必要がある数のこと。
「ある基準となる数」には2つの考え方があり、 

1) その桁で最大の数になるもの
2）ちょうど次の桁へ繰り上がりになるもの

がある。
10進数であれば、1)のケースを9の補数、2)を10の補数という。
例えば、10進数　46の9の補数、10の補数は以下のように求めることができる。 

2桁の10進数、46の9の補数は、99 － 46 ＝ 53
2桁の10進数、46の10の補数は、100 － 46 ＝ 54

となる。
　2進数の場合も、10進数の場合と同様に、1の補数、2の補数がある。（2進数の1は桁内での最大数、2進数の2は桁が繰り上がった数である。10進数における、9、10と同じ）
例題4）2進数 10110101 の8けたの1の補数を求めよ。
この問題では、1の補数が求められているので、8桁の最大値、11111111 から 10110101 を引けば答えが求められる。 
　よって、
　　　11111111 － 10110101 ＝ 01001010

111111111

    －）10110101

        01001010

※これは1と0を反転したものに等しい

例題5）2進数 10110101 の8けたの2の補数はどれか。
この問題では、2の補数が求められているので、10110101 がちょうど9桁に桁上がりした、100000000 から 10110101 を引けば答えが求められる。 
　よって、
　　　100000000 － 10110101 ＝ 01001011
· ２の補数は１の補数に１をプラスしたものだから、１と０を反転したものに１を足すことで結果的に２の補数を求めることができる。

· 最上位のけた上がりが発生したときは無視する。
